
　
今
回
か
ら
数
回
に
渡
り
ふ
る
さ
と
の

祭
り
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
第
1
回

目
は
神
社
の
祭
典
等
で
舞
わ
れ
る
太
々

神
楽
を
2
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
内
に
は
県
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
（
注
1
）
が

2
つ
あ
り
ま
す
。
山
梨
岡
神
社
（
注
2
）

太
々
神
楽
と
美
和
神
社
（
注
3
）
太
々

神
楽
で
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
春
日
居
町

鎮
目
に
あ
る
山
梨
岡
神
社
神
楽
殿
で
毎

年
4
月
４
・
５
日
に
舞
わ
れ
ま
す
。
24

種
類
の
舞
が
あ
り
、
『
天
の
岩
戸
』
の

故
事
を
中
心
に
古
事
記
神
話
の
世
界
を

一
日
で
現
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
20
番

目
の
『
四
剣
の
舞
』
は
4
人
で
剣
・
鈴

を
持
ち
勇
壮
に
舞
う
神
楽
で
、
『
武
田

信
玄
出
陣
の
神
楽
』
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
出
雲
流
神

楽
（
注
4
）
の
系
統
で
昭
和
42
年
（
１

９
６
７
）
に
山
梨
県
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
和
神
社
太
々
神
楽
は
御
坂
町
二
之

宮
に
あ
る
美
和
神
社
神
楽
殿
で
毎
年
4

月
に
舞
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
20
種
類
の

舞
が
伝
わ
り
、
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽

と
同
じ
よ
う
に
古
事
記
神
話
の
世
界
を

表
現
し
て
い
る
『
天
の
岩
戸
の
舞
』
等

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
美
和
神
社
に
は
『
神
楽
二
十
五

番
次
第
』
と
い
う
江
戸
時
代
後
期
の
神

楽
の
演
目
を
書
い
た
記
録
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
伊
勢
流
神
楽
（
注

5
）
の
演
目
を
含
み
、
面
を
つ
け
な
い

で
舞
う
演
目
が
多
い
等
、
現
在
の
内
容

と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
毎
年
2
月
8
日
に
行
わ
れ
る

『
湯
立
の
神
事
』
（
注
6
）
も
伊
勢
流

神
楽
の
流
れ
を
く
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
美
和
神
社
太
々
神
楽
は
、
昭
和

56
年
（
1
9
8
1
）
に
山
梨
県
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
箇
所
の
神
社
と
も
6
月
に
は
神
楽

は
奉
納
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
山
梨
岡
神
社
・

美
和
神
社
の
周
辺
に
は
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に

森
林
浴
を
兼
ね
て
、
ふ
る
さ
と
の
神
社

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

注
1
　
太
々
神
楽

　
神
社
等
で
神
様
に
奉
納
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
歌
舞
。
名
前
は
伊
勢
神

宮
に
代
参
し
て
奉
納
す
る
代
神
楽
に

由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

注
2
　
山
梨
岡
神
社

　
祭
神
は
大
山
　
命
（
山
の
神
）
等
。

甲
斐
国
官
社
20
社
の
一
つ
で
あ
り
、

武
田
家
・
徳
川
家
か
ら
深
く
信
仰
さ

れ
ま
し
た
。
本
殿
は
重
要
文
化
財
。

注
3
　
美
和
神
社

　
祭
神
は
大
物
主
命
（
稲
作
の
神
）

等
。
武
田
家
・
徳
川
家
か
ら
深
く
信

仰
さ
れ
、
武
田
家
ゆ
か
り
の
甲
冑
等

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
4
　
出
雲
流
神
楽

　
島
根
県
松
江
市
に
あ
る
佐
太
神
社

が
発
祥
地
と
さ
れ
、
面
を
つ
け
た
舞

い
で
古
事
記
神
話
の
世
界
を
表
現
し

ま
す
。

注
5
　
伊
勢
流
神
楽

　
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
る
伊
勢
神
宮

で
行
わ
れ
る
『
湯
立
の
神
事
』
を
源

流
と
す
る
神
楽
。

注
6
　
『
湯
立
の
神
事
』

　
釜
で
湯
を
沸
か
し
、
周
囲
の
人
に

湯
を
降
り
か
け
、
清
め
る
神
事
。

だ
い
だ
い

こ
�

じ
�

き

い
ず
も

お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ
と

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

か
っ
ち
ゅ
う

さ
　�

だ

い
わ
と

か
ぐ
ら

『山梨岡神社代々神楽・四剣の舞』（山梨県立博物館で撮影）

『美和神社代々神楽・四弓の舞』（スコレーセンターで撮影）

　　
バ
ス
に
て
新
井
原
に
移
動
後
、
現
地

散
策
会
を
行
い
ま
す
。
芦
川
の
歴
史
、

兜
造
民
家
の
特
徴
や
石
垣
の
景
観
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
農
産
物
直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う
屋
」

に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
18
日
（
土
）（
小
雨
決
行
）

○
集
合
　
午
前
9
時

○
出
発
　
午
前
9
時
15
分

○
解
散
　
午
後
0
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
市
役
所
八
代
支
所
駐
車
場

▼
定
員
　
30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
市
民
優
先
の
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
5
月
30
日
（
月
）
〜
6
月

3
日
（
金
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
の
間
、
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
等
の
連
絡
は
参
加
決
定
通
知

と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
石
和
高
温
温
泉
湧
出
50
周
年
を
記
念
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
市
内
パ
レ
ー
ド
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

○
7
月
2
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
7
月
3
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
市
内
パ
レ

ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
車
の

展
示
な
ど

▼
主
催
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

■
問
合
せ
先
　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
2
6

　
飯
田
龍
太
先
生
創
設
の
俳
句
講
座
30

周
年
を
記
念
し
て
実
施
し
ま
す
。

短
歌
大
会

▼
日
時
　
9
月
1
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
講
演
　
小
泉
ゆ
か
り
氏

○
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰

○
選
評
　
小
島
ゆ
か
り
氏
・
三
枝
浩
樹

氏
・
中
川
佐
和
子
氏
・
中
地
俊
夫
氏
・

内
藤
明
氏
・
小
林
幸
子
氏

俳
句
大
会

▼
日
時
　
9
月
2
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
講
演
　
宇
多
喜
代
子
氏

○
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰

○
選
評
　
池
田
澄
子
氏
・
小
浜
杜
子
男

氏
・
西
村
和
子
氏
・
廣
瀬
直
人
氏
・

坊
城
俊
樹
氏
・
井
上
康
明
氏

※
両
大
会
と
も
、
会
場
参
加
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
会
場
参
加
無
料
）
。

投
稿
要
領

○
自
由
題
、
題
詠
は
「
雲
」

○
自
由
題
2
首
（
句
）
1
組
と
し
、
何

組
で
も
応
募
可
。

○
題
詠
へ
の
参
加
希
望
の
方
は
、
自
由

題
1
組
に
つ
き
1
作
品
を
投
稿
。

○
1
組
１
６
０
０
円
（
題
詠
参
加
の
場

合
は
２
４
０
０
円
）

▼
締
切
　
7
月
1
日
（
金
）

▼
主
催
　
N
H
K
学
園
・
笛
吹
市

▼
共
催
　
N
H
K
甲
府
放
送
局

※
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
（
南

館
3
階
）
に
投
稿
に
関
す
る
詳
し
い

資
料
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
1
8
6
｜
8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
｜
36

N
H
K
学
園
内
「
笛
吹
市
短
歌
俳
句

大
会
」
事
務
局

☎
0
4
2
（
5
7
2
）
3
1
5
1
（
代
表
）

新井原地区　石垣風景


